
第106号 平成29年１月１日発行

謹賀新年
本年もよろしく
お願いします

（関連記事Ｐ７）

Ｊ Ａ ふ え ふ き
キ ッ ズ ク ラ ブ
地産地消料理教室

ＪＡふえふきキッズクラブと保護者の皆様方



　

ブ
ド
ウ
で
は
巨
峰
等
の
黒
系
大
粒
種
は
着

色
が
順
調
で
価
格
も
安
定
し
、
特
に
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
で
は
出
荷
量
・
単
価
と
も
前

年
を
上
回
り
、
八
月
下
旬
の
曇
雨
天
で
の
腐

敗
果
の
発
生
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
般
に
価

格
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
野
菜
類
は
主
力
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
こ
こ
数
年
凍
霜
害
も
な
く
前
年
同
様
好
調

で
し
た
が
、
ナ
ス
で
は
出
荷
量
も
単
価
も
前

年
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
作
物
の

販
売
全
体
で
は
、
平
成
二
十
年
を
上
回
る

一
二
三
億
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
改
め
て

組
合
員
の
皆
様
の
努
力
に
対
し
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
と
こ
ろ
の
地
球
規
模
の

温
暖
化
で
、
昨
年
の
桃
の
出
荷
は
一
週
間
以

上
も
前
進
化
し
、
八
月
旧
盆
商
戦
に
は
売
る

桃
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
ブ
ド
ウ

の
着
色
系
品
種
は
高
温
で
は
障
害
が
発
生
し

や
す
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年

十
一
月
二
十
四
日
に
は
昭
和
三
十
七
年
以
来

の
五
十
四
年
ぶ
り
と
な
る
降
雪
が
あ
り
、
気

象
災
害
の
心
配
が
絶
え
な
い
と
と
も
に
、
今

後
の
農
業
生
産
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
そ
の
回
避
に
向
け
て
組
合
員
の
皆

様
と
共
に
、
温
暖
化
に
対
応
し
た
品
種
や
災

害
に
強
い
新
し
い
品
種
の
導
入
と
、
新
た
な

栽
培
技
術
の
開
発
や
、
資
材
の
選
定
等
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
ほ
ぼ
一
年
を
か
け
て
成
立
し
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ
法
案
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
次
期
大
統

領
が
そ
の
枠
組
み
か
ら
離
脱
を
表
明
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
政
府
の
、
成
長
戦
略
の
切
り
札

と
位
置
付
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
行
が
困
難
と
な

る
と
、
欧
州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
早
期
合
意
の
た

め
の
譲
歩
、
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
代
わ
っ
て
米

国
と
の
二
国
間
協
議
と
な
っ
た
場
合
は
、
日

本
農
業
に
と
っ
て
は
さ
ら
に
脅
威
が
増
し
、

新
た
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

保
護
主
義
的
な
動
き
な
ど
今
後
も
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
協
法
で

は
、
組
合
の
事
業
運
営
原
則
の
明
確
化
、
理

事
等
の
構
成
要
件
の
設
定
、
組
織
変
更
規
定

の
導
入
、
中
央
会
制
度
の
廃
止
、
公
認
会
計

士
監
査
の
義
務
付
け
な
ど
事
業
・
組
織
の
根

幹
に
か
か
わ
る
大
幅
な
改
定
内
容
で
あ
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
円
滑
な
対
応
と

自
己
改
革
の
確
実
な
実
践
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
政
府
は
農
業
の

国
際
競
争
力
強
化
を
訴
え
、
農
政
改
革
の
新

た
な
方
針
と
し
て
、
全
農
に
対
し
て
資
材
の

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

健
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
ふ

え
ふ
き
の
各
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
の
も
と
協
同
活
動
に
多
大
な
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年

が
組
合
員
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
良
き
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

生
産
販
売
関
係
で
は
、
雪
害
復
興
の
施
設
も

三
月
に
は
す
べ
て
完
成
し
、
ハ
ウ
ス
物
の
出

荷
量
も
二
〇
％
ほ
ど
伸
び
る
中
、
価
格
は
安

定
し
た
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

桃
や
李
の
結
実
は
良
好
で
豊
作
が
期
待
さ

れ
ま
し
た
が
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
高
温

傾
向
で
降
水
量
が
少
な
く
乾
燥
気
味
で
経
過

し
た
た
め
、
桃
で
は
小
玉
果
や
果
肉
先
行
で

の
ロ
ス
果
が
発
生
し
ま
し
た
が
早
生
品
種
か

ら
晩
生
種
ま
で
高
糖
度
に
支
え
ら
れ
て
高
単

価
で
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
李
も
小
玉
傾

向
で
あ
り
ま
し
た
が
出
荷
量
単
価
と
も
前
年

を
上
回
り
ま
し
た
。

購
買
や
農
産
物
の
販
売
事
業
に
つ
い
て
数
値

目
標
を
含
む
改
革
を
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
生

産
農
家
に
と
っ
て
資
材
価
格
の
低
下
は
歓
迎

す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
是
非
と
も
そ
う
願
い

た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
改
革

は
い
つ
の
間
に
か
、
経
営
規
模
の
弱
小
な
日

本
農
業
を
支
え
る
「
地
域
農
業
の
核
で
あ
る

農
協
組
織
」
へ
の
改
革
に
す
り
替
わ
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。
併
し
、
私
ど
も
Ｊ
Ａ
で

は
、
自
己
改
革
に
着
実
に
取
り
組
み
、
相
互

扶
助
・
共
助
と
い
う
協
同
組
合
原
則
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
努
力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
当
Ｊ
Ａ
の
基
幹
農
産
物
で
あ
る
果

実
・
野
菜
を
引
き
続
き
安
定
価
格
で
維
持
す

る
た
め
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
等
消
費
宣
伝
活
動
を
強
化
し
、
海

外
輸
出
へ
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
Ｊ
Ａ

ふ
え
ふ
き
」
の
産
地
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
努

力
を
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
集
出
荷
施
設

の
見
直
し
や
統
廃
合
を
進
め
る
な
ど
、
生
産

販
売
力
の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、

組
合
員
の
皆
様
の
農
業
所
得
の
増
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
協
力
組
織
で
あ
る
青
年
部
や

女
性
部
の
活
発
な
活
動
を
お
願
い
し
、
年
金

友
の
会
の
皆
さ
ん
に
も
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
積

極
的
参
加
を
頂
く
た
め
の
事
業
を
取
り
入
れ
、

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
地
域

の
活
性
化
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
の
皆
様
が
ご
健
勝
に
て
ご

活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ま

た
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
の
発
展
に
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
に
あ
た
り

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す

代
表
理
事
組
合
長　

小　

池　

一　

夫
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山
梨
県
知
事
賞

　
条
幅
の
部

　
　
駿
台
甲
府
中
一
年
　
宮
　
川
　
ひ
よ
り

教
育
長
賞

　
条
幅
の
部

　
　
御
坂
西
小
三
年
　
雨
　
宮
　
陽
　
菜

　
　
境

川

小
五
年
　
宮
　
川
　
い
ろ
は

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

　
条
幅
の
部

　
　
御
坂
西
小
二
年
　
小
　
倉
　
莉
緒
菜

　
　
中
道
北
小
四
年
　
樋
　
泉
　
七
　
海

　
　
一

宮

中
三
年
　
笠
　
井
　
梨
　
花

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
条
幅
の
部

　
　
八

代

小
一
年
　
黒
　
澤
　
み
く
ろ

金
　
　
賞

　
半
紙
の
部

　
　
中
道
北
小
一
年
　
渡
　
辺
　
菜
　
月

　
　
一
宮
南
小
三
年
　
早
　
川
　
莉
　
央

　
　
中
道
北
小
三
年
　
望
　
月
　
美
　
弥

　
　
石
和
南
小
四
年
　
高
　
峰
　
真
　
優

　
　
境

川

小
五
年
　
宮
　
川
　
い
ろ
は

　
　
八

代

小
五
年
　
斉
　
間
　
夕
樹
乃

　
　
石

和

中
三
年
　
藤
　
田
　
沙
　
希

　
条
幅
の
部

　
　
浅

川

中
二
年
　
金
　
田
　
莉
里
花

教
育
長
賞

　
　
境

川

小
三
年
　
芦
　
澤
　
拓
　
磨

金
　
　
賞

　
　
御
坂
西
小
三
年
　
滝
　
吉
　
夏
　
輝

　
　
石

和

中
一
年
　
杉
　
本
　
悠
　
真

平成28年度　ＪＡ共済 小・中学生書道コンクール・交通安全ポスターコンクール上位入賞者

山
梨
県
知
事
賞　

条
幅
の
部

駿
台
甲
府
中
学
校
一
年　
　

宮　

川　

ひ
よ
り

教
育
長
賞

境
川
小
学
校
三
年　
　

芦　

澤　

拓　

磨

教
育
長
賞　

条
幅
の
部

御
坂
西
小
学
校
三
年　
　

雨　

宮　

陽　

菜

教
育
長
賞　

条
幅
の
部

境
川
小
学
校
五
年　
　

宮　

川　

い
ろ
は

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞　

条
幅
の
部

御
坂
西
小
学
校
二
年　
　

小　

倉　

莉
緒
菜

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞　

条
幅
の
部

中
道
北
小
学
校
四
年　
　

樋　

泉　

七　

海

全
国
共
済
連
山
梨
県
本
部
運
営
委
員
会
長
賞　

条
幅
の
部

一
宮
中
学
校
三
年　
　

笠　

井　

梨　

花

山
梨
日
日
新
聞
社
賞　

条
幅
の
部

八
代
小
学
校
一
年　
　

黒　

澤　

み
く
ろ

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

今年もたくさ
んの

ご応募
ありがとう
ございました

。

入賞された皆
様

おめでとう
ございます。



　11月８日、甲府市の小瀬スポーツ公園で、平成 28年度ＪＡバンク山梨「年金友の会」グ
ラウンドゴルフ大会が行われました。
　この大会は「年金友の会」活動の活性化と、友の会会員の健康増進を目的に開かれました。
県下10ＪＡから261名が参加し、当ＪＡからは予選会の上位36名が出場しました。
　大会参加者上位30名が表彰され、境川支部　北野一恵様が見事、第４位入賞を果たしました。
　また、90歳以上特別賞に中道支部の前田俊明様（91歳）が受賞しました。
　おめでとうございました。
　参加者の皆さんお疲れ様でした。

ふえふき１チーム

ふえふき３チーム

ふえふき５チーム

ふえふき２チーム

ふえふき４チーム

ふえふき６チーム

特別賞　　前田俊明様（91歳）

平成28年度ＪＡバンク山梨「年金友の会」グラウンドゴルフ大会開催!!



　

一
宮
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
健
康
教
室　

　

10
月
18
、
24
日
、
当
Ｊ
Ａ
一
宮
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部

（
ピ
ー
チ
＆
グ
レ
ー
プ
）
は
、
一
宮
西
支
所
フ
ル
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
「
タ
オ
ル
で
の
び
の
び
体
操
教
室
」
＆

「
メ
リ
ハ
リ
ボ
デ
ィ
を
手
に
入
れ
る
ひ
め
ト
レ
＆
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
山
梨
厚
生
連
健
康
増
進
部
の
新
井
優
樹

さ
ん
と
秋
山
恵
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、
両
日
で
同
部

員
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

農
作
業
で
疲
れ
た
身
体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
で
ほ
ぐ
し
な

が
ら
、
部
員
同
士
が
交
流
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を

目
的
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
で
の
対
抗
戦
な
ど
で
白
熱
し
た
場
面
も
あ

り
、
終
始
和
や
か
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

児
童
が
稲
刈
り
に
挑
戦

　

10
月
28
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
八
代
町
増
利
地
区
の
田
ん

ぼ
で
笛
吹
市
立
八
代
小
学
校
の
５
年
生
に
稲
刈
り
の
手

ほ
ど
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
64
名
と
小
池
組
合
長
、
農
林
中
央
金
庫
、
Ｊ

Ａ
山
梨
信
連
、
当
Ｊ
Ａ
職
員
ら
約
100
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
の
一
環
で
行
わ

れ
、
今
年
で
５
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
ら
が
６
月
上
旬
に
種
も
み
を
ま
き
、
７
月
中
旬

に
田
植
え
を
し
て
育
て
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
職
員
が
稲
の
刈
り
方
を
説
明
し
た
後
、
田
ん

ぼ
に
入
り
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
を
刈
り
ま
し
た
。
刈
っ
た

稲
を
麻
ひ
も
で
一
ま
と
め
に
し
、
干
す
ま
で
一
連
の
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
一
週
間
ほ
ど
、
日
干
し
に
し
た

後
、
脱
穀
、
精
米
し
ま
す
。
日
干
し
を
行
う
事
に
よ

り
、
穂
の
養
分
が
米
に
行
き
渡
り
、
よ
り
お
い
し
い
米

に
な
り
ま
す
。

　

児
童
は
「
田
ん
ぼ
の
中
に
、
沢
山
の
虫
が
い
て
怖
か

っ
た
け
ど
、
稲
刈
り
は
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
笛
吹
市
立
石
和
西
小
学
校
の
５
年
生
約

60
名
も
稲
刈
り
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
作
業
を
児
童
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

「
第
16
回
山
梨
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
親
善
野
球
大
会
」

お
よ
び
「
第
12
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
梨
親
善

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
開
催
!!　

　

10
月
30
日
、
笛
吹
市
の
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

第
16
回
山
梨
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
親
善
野
球
大
会
が
開
か

れ
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
お
よ
び
連
合
会
13
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
山
梨
信
連
と
対
戦
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

11
月
26
日
、
韮
崎
市
御
勅
使
サ
ッ
カ
ー
場
で
、
第
12

回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
梨
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
か

れ
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
お
よ
び
連
合
会
12
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

初
戦
は
、
Ｊ
Ａ
甲
府
市
と
対
戦
し
Ｐ
Ｋ
で
７
対
６
と

勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
２
回
戦
目
は
、
Ｊ
Ａ
こ
ま
野
と

の
対
戦
で
、
２
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。
続
く
３
回
戦

目
は
Ｊ
Ａ
梨
北
と
の
対
戦
で
接
戦
の
末
、
惜
し
く
も
１

対
２
で
敗
戦
し
、
三
位
決
定
戦
で
Ｊ
Ａ
ふ
じ
か
わ
に
６

対
０
で
圧
勝
し
３
位
に
輝
き
ま
し
た
!!

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！

　

第
４
回
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
組
合
員
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
開
催　

　

11
月
11
日
、
笛
吹
市
八
代
町
の
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
ゴ

ル
フ
場
で
第
４
回
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
組
合
員
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
じ
め
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
組
合
員
、
総

勢
145
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
開
か
れ
ま

し
た
。

　

一
宮
西
支
所
管
内
の
窪
田
雅
人
様
が
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

笛吹市立八代小学校笛吹市立石和西小学校

ＪＡふえふき野球部ＪＡふえふきサッカー部



　

参
加
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

富
士
見
支
所
女
性
部

ス
ト
レ
ッ
チ
で
心
身
リ
ラ
ッ
ク
ス　

　

11
月
21
日
、
当
Ｊ
Ａ
富
士
見
支
所
女
性
部
は
、
富
士

見
支
所
で
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
老
化　

延
び
伸
び
の
び
ー
る

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
山
梨
厚
生
連
健
康
増
進
部
の
雨
宮
明
日

香
さ
ん
を
招
き
、
部
員
約
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

雨
宮
さ
ん
が
「
ス
ト
レ
ッ
チ
は
全
身
の
血
流
、
リ
ン

パ
の
流
れ
を
良
く
す
る
こ
と
や
、
老
化
の
予
防
に
つ
な

が
る
効
果
が
あ
る
」
と
説
明
し
な
が
ら
、
肩
や
背
中
、

首
筋
な
ど
を
ス
ト
レ
ッ
チ
で
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

石
和
支
所
女
性
部
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
21
日
、
当
Ｊ
Ａ
石
和
支
所
女
性
部
は
、
石
和
町

の
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
山
梨
厚
生
連
健
康
増
進
部
の
平
賀
明
美

さ
ん
を
招
き
、
同
部
員
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
レ
シ
ピ
は
「
鶏
肉
の
ソ
テ
ー
～
ジ
ン
ジ
ャ
ー

ソ
ー
ス
～
」
「
か
き
玉
コ
ー
ン
ス
ー
プ
」
「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
さ
ら
さ
ら
サ
ラ
ダ
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

中
道
支
所
女
性
部

エ
ー
コ
ー
プ
商
品
で
料
理
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

11
月
22
日
、
当
Ｊ
Ａ
中
道
支
所
女
性
部
は
、
中
道
支

所
で
エ
ー
コ
ー
プ
商
品
を
使
っ
た
講
師
実
演
の
料
理
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ　

エ
ー
ク
ッ
ク
株
式
会
社
か

ら
東
日
本
営
業
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
松
澤
さ
ん
と

長
野
出
張
所
所
長
大
野
さ
ん
を
招
き
、
同
部
員
26
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
の
（
ら
っ
き
ょ
酢
、
か
つ

お
だ
し
、
米
油
）
な
ど
の
調
味
料
で
、
エ
ー
ク
ッ
ク
調

理
器
（
ク
ッ
キ
ン
グ
ベ
ー
カ
ー
、
ほ
く
ほ
く
鍋
）
な
ど

を
使
い
、
伊
達
巻
、
肉
じ
ゃ
が
、
鶏
肉
煮
金
時
豆
の
お

こ
わ
、
ほ
う
れ
ん
草
の
炒
め
物
を
実
演
調
理
し
、
試
食

し
ま
し
た
。

　

女
性
部
３
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
寄
せ
植
え
教
室

　

11
月
25
日
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
（
中
央
・
御
坂
・
一

宮
）
は
、
八
代
統
合
共
選
所
で
３
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
の
寄

せ
植
え
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
「
農
繁
期
の
忙
し
い
時
期
が
過
ぎ
、

日
頃
頑
張
っ
て
農
業
に
励
ん
だ
分
、
色
と
り
ど
り
の
花

で
癒
さ
れ
て
も
ら
い
た
い
。
交
流
を
深
め
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
、
う
れ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
さ
い
と
う
」
の
斉
藤
さ

ん
を
招
き
、
３
ヵ
所
の
女
性
部
111
名
が
集
ま
り
共
選
所

を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
せ
植
え
は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
カ
ル
ー
ナ
、

ア
イ
ビ
ー
、
葉
ボ
タ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
２
色
、
ノ
ー
ス
ポ

ー
ル
を
植
え
ま
し
た
。　

　

斉
藤
さ
ん
は
「
咲
き
終
わ
っ
た
花
は
、
こ
ま
め
に
取

り
水
や
り
な
ど
の
管
理
に
気
を
付
け
、
今
年
だ
け
で
な

く
来
年
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

岡
部
・
石
和
支
所
女
性
部
合
同
寄
せ
植
え
教
室

　

12
月
１
日
、
当
Ｊ
Ａ
岡
部
・
石
和
支
所
女
性
部
は
岡

部
共
選
所
で
合
同
の
寄
せ
植
え
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
さ
い
と
う
」
の
斉
藤
さ

ん
を
招
き
、
同
部
員
４
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
せ
植
え
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
、
シ
ク

ラ
メ
ン
、
ナ
デ
シ
コ
、
パ
ン
ジ
ー
２
種
、
ノ
ー
ス
ポ
ー

ル
を
植
え
ま
し
た
。　

　

色
鮮
や
か
な
花
を
見
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
目
前
に
、

思
い
思
い
に
寄
せ
植
え
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

営
農
指
導
員
剪
定
研
修
会
で
技
術
習
得

　

12
月
１
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
は
御
坂
地
区
ほ

場
で
ブ
ド
ウ
の
整
枝
剪
定
研
修
会
を
開
き
、
整
枝
剪
定

技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

　

宇
佐
美
専
務
は
「
品
質
で
他
県
と
差
別
化
す
る
た
め

に
、
整
枝
剪
定
は
と
て
も
重
要
。
技
術
を
習
得
し
、
各

部
会
と
連
携
を
取
り
、
し
っ
か
り
と
生
産
者
へ
伝
え
る

こ
と
が
、
高
品
質
生
産
に
つ
な
が
る
」
と
エ
ー
ル
を
送



り
ま
し
た
。

　

峡
東
農
務
事
務
所
生
産
振
興
第
一
担
当
の
佐
藤
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
当
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
約
20
名
が
技

術
習
得
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
房
系
の
主
要
品
種
で
あ
る
、
種
な
し
「
巨
峰
」

「
ピ
オ
ー
ネ
」
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
樹
相
診

断
、
整
枝
方
法
、
縮
伐
・
間
伐
、
長
梢
剪
定
、
短
梢
剪

定
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

　

指
導
販
売
部
指
導
課
の
岡
課
長
は
「
整
枝
剪
定
は
、

収
量
調
整
と
樹
勢
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
手
段
で
あ
り
、

今
後
の
生
育
期
の
管
理
に
大
き
く
影
響
す
る
。
新
し
い

技
術
導
入
や
栽
培
技
術
の
習
得
で
、
高
品
質
果
実
の
生

産
に
努
め
、
営
農
指
導
体
制
を
強
化
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

東
京
荏
原
青
果
株
式
会
社
で
「
あ
ん
ぽ
柿
」
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　

　

12
月
３
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
東

京
荏
原
青
果
㈱
で
「
あ
ん
ぽ
柿
」
の
笛
吹
フ
ェ
ア
を
開

き
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
じ
め
役
職
員
ら
10
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
「
あ
ん
ぽ
柿
」
が
出
荷
の
最
盛
期
を

迎
え
、
年
末
年
始
の
贈
答
用
な
ど
に
向
け
、
市
場
関
係

者
へ
試
食
宣
伝
会
で
高
品
質
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

約
200
個
用
意
し
た
「
あ
ん
ぽ
柿
」
を
仲
買
人
な
ど
に

振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

御
坂
西
支
所
経
済
課
小
林
課
長
は
「
11
月
中
旬
ま
で

は
気
温
が
高
く
、
降
雨
も
あ
り
作
柄
が
心
配
さ
れ
た

が
、
11
月
末
か
ら
低
温
、
乾
燥
が
続
き
、
作
柄
も
順
調

に
経
過
し
て
い
る
。
糖
度
も
高
く
、
お
い
し
い
あ
ん
ぽ

柿
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」
と
今
年
の
出
来
具
合
を
話
し

ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
「
柿
は
医
者
い
ら
ず
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
栄
養
価
が
高
い
。
笛
吹
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

で
、
原
料
な
ど
安
全
に
配
慮
し
て
育
て
た
、
自
慢
の
あ

ん
ぽ
柿
を
風
邪
予
防
な
ど
に
沢
山
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

12
月
６
日
、
当
Ｊ
Ａ
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
は
、
笛

吹
市
働
く
婦
人
の
家
で
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
ビ
ヨ
ン
ド
自
然
塾
代
表
の
室
田
泰
文
さ
ん
を

招
き
、
同
部
員
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
宅
で
手
軽
に
作
れ
る
キ
ム
チ
を
作
り
ま
し
た
。

　

果
物
や
野
菜
を
す
り
お
ろ
し
、
薬
味
な
ど
で
調
合

し
、
漬
け
ま
し
た
。

　

女
性
部
員
は
「
発
酵
が
促
進
し
て
、
10
日
後
く
ら
い

に
食
べ
頃
に
な
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。
楽
し
み
」
な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

笛
吹
市
八
代
小
児
童

児
童
が
育
て
た
米
給
食
で
味
わ
う　

　

12
月
12
日
、
当
Ｊ
Ａ
と
笛
吹
市
立
八
代
小
学
校
は
、

５
年
生
が
収
穫
し
た
米
を
給
食
で
全
校
児
童
、
教
職

員
、
当
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
500
名
で
味
わ
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
児
童
に
、
６
月
上
旬
の
種
も
み
ま
き
か

ら
、
７
月
中
旬
の
田
植
え
、
10
月
下
旬
の
稲
刈
り
ま
で

を
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
の
一
環
で
当
Ｊ
Ａ

が
指
導
し
ま
し
た
。

　

品
種
は
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
。
10
ア
ー
ル
の
広
さ
で
、

も
み
概
算
500
キ
ロ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
「
み
ん
な
が
大
切
に
育
て
た
米
を
食

べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
き
た
。
つ
や
つ
や
で
お
い
し

そ
う
な
米
に
炊
き
あ
が
っ
て
い
る
。
自
分
達
で
育
て
食

べ
る
、
貴
重
な
体
験
を
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
ず
に
い

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
す
ご
く
お
い
し
い
!!
い
つ
も
の
給
食
の
米

よ
り
甘
く
て
お
い
し
い
！
何
杯
で
も
食
べ
ら
れ
る
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

笛
吹
市
長
へ
農
業
の
振
興
に
関
す
る
要
請

　

12
月
14
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
笛
吹
市
へ
「
農
業
の
振
興

に
関
す
る
要
請
」
の
お
願
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
池
組
合
長
は
じ
め
役
職
員
が
笛
吹
市
の
山
下
市
長

へ
平
成
29
年
度
笛
吹
市
農
業
関
係
予
算
・
施
策
に
関
し

て
の
支
援
要
請
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
長
期
貯
蔵
可
能
に

氷
感
コ
ア
シ
ス
テ
ム
導
入　

　

12
月
15
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
、
氷
感
庫
で
貯
蔵
し
た
特
産

ブ
ド
ウ
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
出
荷
式
を
一
宮

第
二
共
選
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

「
長
期
貯
蔵
庫
氷
感
庫
コ
ア
シ
ス
テ
ム
装
置
」
の
導

入
で
、
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
を
１
月
中
旬
ま
で

長
期
保
存
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
贈
答

品
な
ど
新
た
な
需
要
の
開
拓
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
従
来
の
冷
蔵
庫
内
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

板
を
敷
き
、
特
殊
な
静
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
全
に
安
定

し
て
加
え
る
こ
と
で
、
青
果
物
の
鮮
度
を
長
持
ち
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
池
組
合
長
は
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
長
期
保

存
が
可
能
に
な
り
、
高
鮮
度
で
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
年
末
年
始
に
高
品
質
ブ
ド
ウ
を
出
荷
し

て
、
安
定
価
格
と
組
合
員
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ地

産
地
消
料
理
教
室　

　

12
月
17
日
、
当
Ｊ
Ａ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
御
坂
西
支

所
で
地
産
地
消
の
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
保
護
者
、
石
原
常

務
、
当
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

手
巻
き
寿
司
づ
く
り
と
当
Ｊ
Ａ
職
員
が
育
て
た
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
で
焼
き
芋
を
し
ま
し
た
。



ブ ド ウ 整 枝 剪 定
　農業新聞や山梨の園芸、現代農業などですでに紹介されている『ロケット式
一文字整枝（奴白ロケット）』を紹介いたします。

　ＪＡふえふき八代支所管内の生産者「奴白和夫氏」によって考案された整枝方法で、以前に「奴
白氏」が確立した「八代式一文字整枝（ジェット式）」を誰でも取り組めるように、規則性と数
値を取り入れ、進化・発展させ、主枝と側枝もロケットのように伸びるため「ロケット式一文字
整枝（奴白ロケット）」と命名、30 年以上試行錯誤を重ねこの整枝方法を確立した。
　奴白氏は八代支所ブドウ部会にも貢献し、さらに地域のブドウ農家グループ「笛吹ぶどう倶楽
部（FVC）」の代表も務め、メンバーを中心に地域や県内外から視察者が訪れ幅広く技術を普及
している。

特徴
　従来の一文字整枝方法と比較すると、亜主枝を置かずに側枝の本数を増やし、差し枝（内向枝）
は全て切除し、負け枝を作らないといった特徴がある。
　また、主枝を細く長く伸ばすことで早期成園化が望め棚全体に同程度の強さの枝を置くため、
品質の揃った果実の生産が望めるという利点がある。（左ページ図2）

ポイント
　❶　主枝を細かく長く伸ばす。（図２、Ａ、Ａ́ ）
　❷　亜主枝を作らず、すべて側枝で構成する。（図２、ＢＣ、Ｂ́ Ｃ́ ）
　❸　側枝の数をこれまでの一文字整枝より多めに三～五芽間隔で配置する。（図２、ＢＣ、Ｂ́Ｃ́ ）
　❹　すべての差し枝を切除する（足りない枝数は側枝の本数で補う）。（下図１）
　❺　結果母枝の太さを全体で均一にする。（図２）
　❻　主幹に近い両側の側枝の側枝四本（第一主枝の左右、第二主枝の左右）は順次追い出し枝
　　　としてぶつかったら切除する。この場合、主枝に近い側枝を対角線上に切除していく。
　この仕立てを導入する場合には、ポイントを押さえた上で挑戦してほしい。（図２、幹）

　ロケット式一文字整枝は、早期成園化や剪定作業の単純化、果実品質の揃いとメリットは多く、
奴白氏の圃場についても「平成 29 年度の全国ブドウ大会」の視察圃場となっており、全国的に
も注目されている。
　様々な仕立て方がある中で、経営や地域の特性など考慮して栽培されていると思いますが、ロ
ケット式一文字整枝も一つの参考にして頂き、特に改植や新規に栽培される方は是非ともチャレ
ンジして頂きたい。

図１
ロケット式一文字整枝

次年度
剪定

次年度
　剪定前

剪定後

剪定後

　ロケット式一文字整枝では、差し枝を一切配置しないため返し
枝が差し枝とぶつかることがなくなる。
　主枝先端方向に向く差し枝だけではなく、側枝先端方向の差し
枝も置かないようにする。
　主枝先端の側枝の返し枝が伸びてきたら、ふところにある側枝
は基部の枝を払い追い出していく。



図２

ロケット式一文字整枝の概念図

　新梢の間隔が３芽または５芽になるように間引き剪定
を行う。
　基部の２～３芽の新梢は使わない。
　新梢の切り詰めを行い、先端は真っ直ぐ、基にいくほ
どふところ側に返して誘引する。

　差し枝は全て、返し枝は４芽または６芽間隔に
なるように間引き剪定を行う。
　基の４～５芽は使わない。
　切り詰めを行い、返し枝は側枝と直角になるよ
う誘引する。

２間

第１主枝

第２主枝

２間

1,050
～

2,520
㎝

250㎝

260㎝

840
～

2,100
㎝

主枝先端の剪定

側枝の剪定

各部位の勢力差
Ａ＞Ａ́ 、Ｂ＞Ｂ́ 、Ｃ＞Ｃ́

新甲州式果樹棚設置支援事業紹介
事業実施主体：ＪＡ山梨県連「担い手サポート」協議会

１．事業実施期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日までとする。

２．事 業 内 容　⑴　助成対象者
　　　 　 　 　　　　新甲州式果樹棚を設置する農業者、農業法人とする。
　　　 　 　 　　⑵　助成内容
　　 　 　 　　　　　新甲州式果樹棚の設置費用の一部を助成するものとする。
　　 　 　 　　　⑶　助成金額
　 　 　 　　　　　　10ａあたり40万円以内を助成する。ただし、助成面積は上限20ａまでとし、
　　　　　　　　　　　　なお、予算額を上回る申請があった場合は、助成金を面積で案分するものとする。
３．申 込 期 限　平成29年１月20日まで

※お問い合わせはＪＡふえふき各支所指導課まで。
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税 務 署 か ら の お 知 ら せ
◎　期限にご注意ください！　

◎　申告書にはマイナンバーの記載が必要です !!

◎　お問い合わせはお電話で！
申告 ・ 納付の期限 確定申告に関するご不明な点等は、お電話で問い合わせることができます。

○　所得税及び復興特別所得税の確定申告
○　贈与税の申告	 ３月15日㈬
○　消費税及び地方消費税の確定申告	 ３月31日㈮

　※　申告書はできるだけご自分で作成し、お早めに提
　　出してください。	
									なお、申告書は郵便や信書便による送付で提出す
　　ることもできます。

本人確認書類
　★　マイナンバーカード (個人番号カード )をお持ちの方は
　　・　マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
　　・　ご自宅から e-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出は不要です。
　★　マイナンバーカード (個人番号カード )をお持ちでない方は

○　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
　の操作などに関するお問い合わせ
　　　e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
　　　　　　　　　　　　　　0570－ 01－ 5901
　　　マイナンバー総合フリーダイヤル
　　　　　　　　　　　　　　0120－ 95－ 0178
	○　税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス
　　　　　　　　　　　　　　www.nta.go.jp　

　平成28年分から所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書には、「マイナンバー (個人番
号 )の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。

番号確認書類
●　通知カード
●　住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）
　　　　　　　　　　　などのうちいずれか１つ

身元確認書類
●　運転免許　　　　　　●　パスポート
●　身体障害者手帳　　　●　在留カード
●　公的医療保険の被保険者証
　　　　　　　　　　　などのうちいずれか１つ

〒 405－ 8585　山梨市上神内川738	 山梨税務署　0553（22）1411		代表
〒400－ 8584　甲府市丸の内1－1－18甲府合同庁舎			　　甲府税務署　055（254）6105		代表

お電話は自動音声にてお受けし、ご用件に応じて担当者が対応します。

＋

大雪対策（ハウスの管理）
ハウスの点検・補強
　1ビニールがたわんでいたり、マイカ線等がねじれていたりすると着雪、積雪しやすいので、
　　点検・補修を行い、着雪を防止する。また、妻面付近にネット等を展帳していると着雪の原
　　因となるので、あらかじめ除去しておく。
　2作業の都合などで、補強資材を撤去している場合は、速やかに復旧する。
　3構造上、積雪に対する補強が十分でないハウスでは、応急措置としてアーチ部の支柱による
　　補強、連棟ハウスでは谷部分を中心に支柱などによる補強を実施する。

〈大雪予想時の緊急的な補強例〉

　4ハウスの周囲の除雪のため、障害となる資材などは、あらかじめ片付けておく。
　5加温ハウスでは、融雪のための暖房に備えて燃料を補充しておく。
　　（降雪前日などでは給油が間に合わない場合があるので、早めに補給する。）
　6雨よけハウスのビニール、防鳥網は必ず撤去もしくは巻き上げ、積雪によって開かないよう
　　にしっかりと結束（固定）しておく。

※補強対策、融雪対策、事後対策等の詳細は、「農業用ハウスと果樹棚の雪害防止対策（大雪に
　対する技術対策資料）」を農業技術課、果樹試験場のホームページで公開しているので参考に
　する。

谷柱の補強 桁パイプ
の支柱谷柱の追加

アーチへの支柱
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軽トラックの購入をご検討の方にお得な情報です♪
昨今のマイナス金利の影響で市場金利が低下し、農業資金の基準金利も低利
となっております。
併せて、ＪＡ関係機関の利子補給制度により大変お得な金利でのお借入れの
チャンスとなりますので…
この機会にぜひ！
農業近代化資金・農機ハウスローンをご利用ください !!
なお、適用金利についてはご利用いただくお客様によって異なるため、詳し
くはローンセンター担当者まで、お気軽にお問合せ下さい。

ＪＡふえふき　With

ＪＡふえふきと積水ハウス㈱は提携しています。

新築・リフォーム
応援キャンペーン !!

低金利の

今がチャン
ス！

ＪＡふえふきと積水ハウス㈱では低金利の今、住宅購入・リフォームの
チャンスととらえ応援キャンペーンを開催致します。

   A Ｂ Ｃ43 型テレビ
（ビエラ）

掃除機
（ダイソン）

ロボット掃除機
（ルンバ）☆新築コース

下記 3項目に該当の方にお米 1年分相当と
右記Ａ～Ｃの家電いずれか１つプレゼント！

☆リフォームコース
リフォームコースの方はリフォーム内容によりサービス内容を個別に
ご提案させて頂きます。詳しくは担当まで。

★キャンペーン要件
①ＪＡバンクの住宅ローン (リフォームローン )のご相談を頂いた方。
②積水ハウスグループの資料請求を頂いた方。(ＪＡ担当者にお問い合わせ下さい。)
③平成 28年 12月～平成 29年 3月末日までに上記 2項目の要件を満たしご成約頂いた方。

お問い合わせ先　ローンセンター課　℡055－ 265－ 1611　フリーダイヤル　0120－ 60－ 4143



適用
金利
店頭表示
金利の15倍
上記のお取引が１つ以上ある方または新たにお取引いただける方

個人のお客様で新たな資金により定期貯金をお預入れいただいた方のうち、

給与振込指定 JAカード契約年金振込指定 公共料金口座振替（1種類以上）

取扱期間：平成28年11月1日（火）～平成29年1月31日（火）

金利15倍 10倍定期貯金

ひだまり2016

定期貯金
預入金額  新規10万円以上※  預入期間 1年

個人のお客様で新たな資金により
定期貯金をお預入れいただいた方

適用
金利
店頭表示
金利の10倍

※現金・他貯金口座（定期貯金を除く）からの振替によるものといたします。
※JAによりキャンペーンの対象となる貯金内容、プレゼント条件が異なる
場合がございますので、詳しくはJAにお問い合わせください。

※下記の粗品は実物とは多少異なる場合がございますのでご了承ください。

ご契約者に
CHORIS & CRAY-PAS

ブランケット プレゼント

数に限りが
ございます。
お早めに！！

八　代支所　055-265-2311
岡　部支所　055-262-3145
石　和支所　055-262-2255
境　川支所　055-266-3421
中道北支所　055-266-4111
中道南支所　055-266-3441
豊　富支所　055-269-2216

御坂西支所　055-262 -2248
御坂東支所　055-264-2511
一宮西支所　0553-47-1211
一宮南支所　0553-47-1221
一宮北支所　0553-47-1166
富士見支所　055-262-2158



ＪＡふえふき各支所共済窓口まで 16151490144



1 食当たり

kcal

1 食当たり

kcal

306

275

約

約

新鮮食材で楽しくクッキング
たっぷりダイコンの寄せ鍋
■材料（２人分）
　ダイコン　１/２本、ニンジン１/３本、水菜　１/２束、マイタケ　１パック、
　ネギ　１本、豆腐　１丁、油揚げ　１枚、タラ、２切れ、ユズの皮　少々、だし
　汁、700ml、調味料〔酒　大さじ２、しょうゆ　大さじ５、みりん　大さじ１、
　塩　小さじ１〕
■作り方
　1　ダイコンとニンジンは皮むき器で、長めにスライス。水菜、マイタケ、ネギ、
　　　豆腐は食べやすい大きさに切る。油揚げは熱湯を掛けて油抜き後、短冊切り
　　　にする。タラは3～４切れにする。
　2　ユズの皮は千切りにする。
　3　土鍋にだし汁と調味料を入れ煮立たせた後1を加え、火が通ったら火を止め、
　　　ユズの皮を添える。お好みで仕上げにごま油を少量加えると、違った風味を
　　　楽しめます。※ダイコンはお好みのタイミングで入れる。

米粉のイタリアンチヂミ
■材料（20㎝のフライパン２枚分）
　生地〔米粉　80ｇ、かたくり粉　20g、塩　小さじ１/２、卵　１個、水　適量〕
　ノンオイルツナ缶　１缶（70ｇ）ホールコーン　70ｇ、ミニトマト　40g、
　ニラ　３本、溶けるチーズ　30g、ごま油　大さじ１、たれ〔酢　大さじ１、　
　しょうゆ　大さじ１、蜂蜜　小さじ１/２、いりごま　小さじ１〕
■作り方
　1　ツナとコーンは水分を切る。ミニトマトは輪切りに。ニラは２～３㎝に切る。
　　　たれの材料を合わせる。
　2　卵に水を加え、１カップ分にする。生地の材料をボウルに入れ、よく混ぜ合
　　　わせてからツナ、コーン、ミニトマト、ニラ、チーズを加え混ぜる。
　3　フライパンにごま油を温め2の半量を入れ、中火で全体が固まり焼き色が付
　　　いたら裏返し、フライパンを回しながら両面を焼く。
　4　食べやすい大きさに切り、皿に盛り付け、たれを付けていただく。
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垣
島
・
西
表
島
・

由
布
島
・
小
浜
島
・
竹
富
島　

八
重
山

周
遊
５
島
め
ぐ
り
３
日
間
」
の
日
程
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
定
期
積
金
を
ご
利
用
の
方

を
対
象
に
、
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
、

旬
な
場
所
を
選
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
期
待
下
さ
い
。
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総
務
課

　

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
係

①
答
え

②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

職
業

③
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
や
ふ
え

　

ふ
き
だ
よ
り
へ
の
ご
意

　

見
ご
要
望

52

前号の
答　え

　

ふ
え
ふ
き
だ
よ
り
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
十
五
名
の
方

に
粗
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ふ
え
ふ
き
だ
よ
り

に
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

当

選

者

前 号 の 答 え

牡羊座（3/21 ～ 4/19）
【全体運】ちょっとしたことで、やる気がダ
ウンしやすい月。気分に流されず、計画性を
大事にして。気分転換には散歩へ
【健康運】不規則な生活の改善を。体調に好
影響大
【幸運の食べ物】伊予カン

天秤座（9/23 ～ 10/23）
【全体運】思い込みが激しくなる暗示。独断
で動くと失敗するので、周囲の意見には謙虚
に耳を傾けて。おせっかいもＮＧ
【健康運】暴飲暴食は控えて。胃腸を休める
と好転
【幸運の食べ物】水菜

蠍座（10/24 ～ 11/22）
【全体運】スムーズに人脈を広げられる予感。
初対面の相手にも気さくに声を掛けてみて。
新しい習い事を始めるのも◎
【健康運】良好。特に問題なく、元気に過ご
せます
【幸運の食べ物】ハクサイ

射手座（11/23 ～ 12/21）
【全体運】プライベートの充実を図りたい期
間。趣味や得意なことに意識を向け、楽しむ
とグッド。読書からも発見あり
【健康運】うっかりしがち。小さなけがに注
意して
【幸運の食べ物】ワカサギ

山羊座（12/22 ～ 1/19）
【全体運】自分に自信が持てる星回り。どん
どんアクションを起こして。過去にうまくい
かなかったことにもリベンジ可能
【健康運】まずまず。軽い運動が健康キープ
の秘訣（ひけつ）
【幸運の食べ物】おから

水瓶座（1/20 ～ 2/18）
【全体運】ケアレスミスが増えそうなので、
慎重に。慣れた作業ほど確認が必須。気力ア
ップにはフットマッサージが有効
【健康運】うがい励行を。積み重ねが好運の
呼び水
【幸運の食べ物】アンコウ

魚座（2/19 ～ 3/20）
【全体運】知的好奇心が高まる兆し。カルチ
ャーセンターに通ったり、講演会を聴いたり
するのに最適です。映画鑑賞も吉
【健康運】過労は×。心身の十分な休息を忘
れずに
【幸運の食べ物】長ネギ

牡牛座（4/20 ～ 5/20）
【全体運】行動力が高まり、未体験ジャンル
にも果敢に取り組めそう。思い切って動くと
幸運を呼び込めるので、積極的に
【健康運】同じ姿勢を続けず、血行促進を図
って
【幸運の食べ物】セリ

双子座（5/21 ～ 6/21）
【全体運】信ぴょう性の低い情報に惑わされ
がち。口コミやうわさには安易に飛び付かな
いこと。開運にはヒーリング音楽を
【健康運】ストレスを感じやすい月。笑いで
発散を
【幸運の食べ物】芽キャベツ

蟹座（6/22 ～ 7/22）
【全体運】勢いのあるときと落ち込んだとき
の差があり過ぎ。素早い気持ちの切り替えが
運気回復の鍵。芸術鑑賞で気晴らしを
【健康運】スポーツにつき。腕が上達しやす
い
【幸運の食べ物】あんこ

獅子座（7/23 ～ 8/22）
【全体運】物事を深刻に受け止め過ぎてしま
う時期。お気楽に構えるのがベスト。玄関に
白い花を飾ると運を呼び込めます
【健康運】まめに動くことで、健康体に近づ
けそう
【幸運の食べ物】ナバナ

乙女座（8/23 ～ 9/22）
【全体運】レジャー運が活性化。気の合う仲
間たちとにぎやかに過ごせば、英気を養える
はず。ドライブや旅行も良い刺激に
【健康運】日々の疲労をためず、笑顔をキー
プして
【幸運の食べ物】タラ

八
代
支
所

〃

境
川
支
所

〃〃

豊
富
支
所

御
坂
東
支
所

〃

一
宮
南
支
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〃〃

一
宮
北
支
所

富
士
見
支
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〃〃
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堀
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子
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い
く
子
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田　

美
保
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宮　

紀
世
子

降

矢
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子

川

崎

初

美

宮

澤

洋

子

荻

野

国

衛

青

柳
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子
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郵便はがきに、右記の要領
で記入しお送りください。

◎締　切　１月31日（火）消印有効
◎当選者を誌面で発表するとともに、
　粗品をお送りさせていただきます。
　また、お寄せいただいたご意見、
　個人情報等は、当組合の広報紙及
　び事業運営のみに参考にさせて頂
　きます。

数独 Q 二重枠に入った数字
の合計はいくつ？

出題・ニコリ
ルール
⑴　空いているマスに、１から９までの数字のどれ
　　かを入れます。
⑵　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれ
　　た３×３のブロック（それぞれの９マスあるブ
　　ロックが９つ）のいずれにも１から９までの数
　　字が１つずつ入ります。

今月のあなたの運勢　　１月　　モナ・カサンドラ
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６ ２

３ １

４ ５ １ ７

２ ４ １

８ ４

６ ２ ３

７ ２ ６ ４

１ ５

３ ５

１ ９ ７ ５ ６ ２ ８ ４ ３

８ ３ ２ ９ ７ ４ ５ １ ６

６ ５ ４ ８ ３ １ ７ ９ ２

２ ６ ９ ４ ８ ５ １ ３ ７

３ １ ８ ６ ２ ７ ９ ５ ４

７ ４ ５ １ ９ ３ ６ ２ ８

５ ２ ３ ７ １ ８ ４ ６ ９

４ ７ ６ ２ ５ ９ ３ ８ １

９ ８ １ ３ ４ ６ ２ ７ ５




